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お台場に行くには、ゆりかもめや車を使う方が多いのではないでしょうか？ 
少し趣を変えて水上バスで行ってみるのも楽しいものですよ。 
今回は竹芝桟橋、日の出桟橋と東京の水辺を散策し、水上バスに乗って、ちょっとしたクルージングを楽しみました。



(1) 竹芝竹芝竹芝竹芝桟桟桟桟橋橋橋橋 

貨客船のターミナルや高層ビル

が並ぶニューピア竹芝。ボードウ

ォークからの眺めは、まるでマン

ハッタンにいるかのようです。

(2) 日日日日のののの出出出出桟桟桟桟橋橋橋橋 

浅草や臨海副都心、品川方面ま

でを行き来する、水上バスの発

着所があります。東京クルージン

グがここからスタートします。

(3) レインボーブリッジレインボーブリッジレインボーブリッジレインボーブリッジ 

芝浦とお台場を結ぶ、東京のシ

ンボルの１つです。水上バスから

見上げると、その高さと大きさに

圧倒されそうです。

(4) 台場台場台場台場 

幕末に異国船の襲来に備えて設

置された砲台跡。現存する台場

のうち1つは公園に、もう1つは保

存のために立ち入り禁止となって

います。

 

竹芝竹芝竹芝竹芝桟桟桟桟橋橋橋橋

 江戸時代、この付近の海岸線は現在のＪＲの線路より内側にあったことが当時の地図からもわかります。このころ芝浦

にはまだ土地さえ存在していませんでしたが、「札の辻」、「金杉橋」、「大木戸」といった現在でも残っている地名が、すで

にこの時代の地図にも描かれています。また、現在でも昔の道の形が残されているところがたくさんあります。

 今では想像もつきませんが、明治時代には、海水浴や潮干狩りを楽しむ人々で賑わっていました。また、東京湾で獲れ

た新鮮な魚介類を出してくれる料亭や流行の温泉旅館などもあったそうです。

 
▲マストのオブジェ 

（財）東京港埠頭公社

 
▲ボードウォーク 

（財）東京港埠頭公社

 
▲竹芝ふ頭公園から見るお台場 

（財）東京港埠頭公社

日日日日のののの出出出出桟桟桟桟橋橋橋橋



 日の出桟橋を発着所とする水上バスは意外と多く、隅田川ライン、お台場ラインな

ど、浅草から品川方面まで多くの水上バスが東京港を行き交います。 

 なかでも、ひときわ異彩を放っていたのは、銀河鉄道９９９の原作者である松本零

士氏がプロデュースした未来型水上バス"ヒミコ"。まるで宇宙船のようなこの船は、

同氏が"ティアドロップ（涙滴）"をイメージコンセプトに「子供たちが乗ってみたいと思

ってくれる船」として造られたそうです。 

 船内では、銀河鉄道９９９でおなじみのキャラクターがアナウンスをしてくれ、子供

だけでなく、大人も十分に楽しめます。また、愛犬と一緒に乗船できる水上バスも10

月から運行します。ワンちゃんとお散歩がてら、クルージングを楽しんでください。

 

 
▲未来型水上バス"ヒミコ" 

(c)松本零士・東京都観光汽船（株）

水上水上水上水上バスバスバスバスにににに乗乗乗乗ってってってって、、、、おおおお台場海台場海台場海台場海浜浜浜浜公園公園公園公園をををを目指目指目指目指してみましたしてみましたしてみましたしてみました

 今回乗船したのは"アワータウン"という名前の水上バス。３００名以上も乗船でき

る船内はゆったりしていて、波のゆれもそれほど気になりません。大きなエンジン音

とともに動き出した船体。動き始めて1～2分もすると、もう日の出桟橋は小さくなり、

ちょっとした冒険の始まりを感じさせます。 

 水上バスはレインボーブリッジを目指してまっしぐら。さえぎるものは何もなく、船か

ら見るレインボーブリッジは、また違った趣があり、真下から見上げると、その迫力に

圧倒されます。 

 レインボーブリッジを過ぎる頃、頑丈な石垣でできた台場が見えてきます。この台

場は幕末に異国船の襲来に備えて設置された砲台で、国の史跡にも指定されてい

ます。現存する台場のうち1つは公園として歴史を感じる憩いの場に生まれ変わり、

もう1つは人の踏み入れない野鳥の楽園となっています。 

 台場を過ぎると目的地のお台場海浜公園はもう目と鼻の先。お台場海浜公園はと

ても穏やかな入り江の公園で、水遊びを楽しむ人々でにぎわっています。

 20分ちょっとの船旅は、新しさと古さを身近に感じるとても楽しい時間でした。みな

さんも思い思いのスタイルで東京水辺の散策に出かけられてはいかがですか？

 

 
▲下から見上げたレインボーブリッジ

 
▲台場の石垣

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜
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